
4月に供用開始する新消防庁舎
〔鈴子町〕 身近な足確保にオンデマンドバス運行

を継続
釡石警察署跡地に建設が進む水産物流センター

祭壇に献花を行い犠牲者の冥福を祈る
参列者 追悼のことばを述べる

遺族代表：両川吉信さん

「撓まず、屈せず」の精神
本格復興の推進に

多くの支援  育まれた絆     市民の協力に感謝

　

省
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
様
か
ら
は
多
く
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
通
じ
て
、
改
め
て
皆
様

に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
は「
本
格
復
興
」の
実
施
の
年
と
し
て
、[

撓
ま
ず
、
屈
せ

ず]

の
精
神
を
肝
に
銘
じ
、
改
め
て
復
興
加
速
へ
の
決
意
を
持
っ
て

ま
ち
の
再
生
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

犠牲者の鎮魂を祈り、一日も早い復興誓う

東日本大震災犠牲者追悼式を開催
　東日本大震災から3年目を迎えた3月11日、犠牲者追悼式が釡石
高校体育館で行われました。式には関係者や遺族など約600人が
参列し、地震発生時刻の午後2時46分に参列者全員で黙祷を捧げ
た後、野田市長の式辞、遺族代表：両川吉信さんによる追悼のこと
ば、献唱、献花などが行われ、犠牲となられた方々の冥福を祈ると
ともに、一日も早い復興の実現を誓いました。

4月入居開始予定の箱崎白浜復興公営住宅

上： 平成27年2月完成予定の上中島復興
公営住宅のイメージ図

左： 同上の地鎮祭を行い建設工事に着工
〔３月７日〕

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

全
力
を
尽
く
し
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、

未
だ
に
多
く
の
方
が
、
仮
設
住
宅
等
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
期
待
に
十
分
に
応
え
ら
れ

ず
、
た
い
へ
ん
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
同

25
年
度
ま
で
の「
前
期
」と
位
置
付
け
た
３
ヵ
年
が
本
年
度
で
終
了

し
、
新
年
度
か
ら「
中
期
」３
ヵ
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
復
興
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
上
中
島
、
野
田
、
花
露
辺
な

ど
２
３
７
戸
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、
復

興
公
営
住
宅
を
は
じ
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
宅
地
造
成
事
業

な
ど
も
、
本
格
的
な
事
業
実
施
に
入
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

見
守
り
対
策
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
な
ど
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

改めて肝に銘じ
全力で

東日本大震災から３年を迎えて

◆
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

3.11

決
意
と
感
謝釡

石
市
長
　
野
田
武
則
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